


































































































































4．機械機器運転日数及び供用日数

(1) 掘進機・推進設備 運転日数

運転日数 ＝ 2(各スパンの所要日数）

(2)掘進機 供用日数

①掘 進 機据付 日 X ス パ ン数
②中 間鏡切り 日 X 中間立坑数
③掘 進 機 撤去 日 X ス パ ン数

④掘進機分割回収 B X ス パ ン数
⑥設 置（反 転） B X 両発進立坑数

供 用 日 数 （①～⑦＋ 運転日数）X X

（ ） 
（ ） 
（ ） 
（ ） 
（ ） 

※不稼動係数x:当協会では、 X=1.5を用いていますが、 各自治体の基準により変更致しま
す。

(3) 推進設備 供用日数

⑤設 置（搬入） 日） x ［スパン数一 両発進立坑数］ （ ） 
⑥設 置（反転） 日） X 両発進立坑数 （ ） 
⑦撤 去（搬出） （ 日） x ［スパン数一 両発進立坑数］ （ ） 
供 用 日 数 （①～④＋⑤～⑦＋運転日数）X X

呼び径別 掘進設備 設置・撤去日数

：口 800~1,000 1,100~1,500 1,650~2,200 

⑧設 置（搬入） 2 3 4 

⑨設 置（反転） 4 6 8 

⑩撤 去（搬出） 2 3 4 

＝ 日
＝ 日
＝ 日
＝ B 

＝ 日
＝ 日

＝ H 

＝ H 

＝ B 

＝ B 

2,400~2,600 

5 
10 
5 

推進機の供用日数の計算方法は、 同一立坑により反転をする時「⑥設置（反転）」を計上する。

発進立坑が移設する場合は、 他の掘進機をもってくるものとして、 供用日の計算に「⑤搬入」

「⑦搬出」は計上しない。

同一の推進設備により行う場合は、 「⑤搬入」「⑦搬出」を計上する。

第4章 積算代価様式

1．積算代価様式は、 標準型エスエスモ ー ルエ法と同様とする。

2．掘進機損料は、巨礫破砕型掘進機の損料を適用し、ビット損料（ビット補修費等）を別途計上する。

3.ビット損料は、 許容推進延長にてlm当り損料として計上する。 ただし、 推進延長が100mに満

たない場合、100m分を最低損料とする。

またビット交換費用については許容推進延長を越える場合についてのみ計上する。

4．土質に合わせ、 面盤構造をロ ー ラ ービットからカッタ ー ビットヘ改造した場合は、 その損料を

計上する。 掘進機の損料については、 巨礫破砕型掘進機の損料を計上する。
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